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代表質問
ふ
れ
あ
い

グ
ル
メ
券

問
　
平
成
27
年
度
に
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
の
発
行
が
全
国

的
に
行
わ
れ
、
地
域
消
費
喚
起

策
と
し
て
一
定
の
効
果
を
挙
げ

た
。29
年
度
、市
は
独
自
の
「
市

川
市
ふ
れ
あ
い
グ
ル
メ
券
」
を

発
行
す
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、

当
該
グ
ル
メ
券
の
発
行
に
関
す

る
周
知
方
法
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
商
品
券

の
発
行
に
係
る
過
去
の
実
績
を

踏
ま
え
た
運
用
等
の
改
善
内
容

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
グ
ル
メ
券
発
行
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
市
の
広
報
紙
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
の
様
々
な
広
告
媒
体
を

活
用
す
る
と
共
に
、
時
期
的
に

も
早
め
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
過
去
の
実
績
に
お
け
る

反
省
点
と
し
て
、
商
品
券
の
購

入
希
望
者
の
行
列
が
で
き
た
店

が
あ
っ
た
、
使
用
可
能
な
店
が

行
徳
地
域
で
は
少
な
か
っ
た
、

購
入
希
望
枚
数
に
対
し
準
備
し

た
数
に
過
不
足
が
あ
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
今

回
は
、
販
売
店
を
増
や
す
、
行

徳
地
域
の
金
融
機
関
に
も
協
力

を
求
め
る
、
前
回
の
販
売
実
績

を
参
考
に
適
切
な
枚
数
を
各
販

売
所
に
配
分
す
る
等
、
運
用
等

の
改
善
に
努
め
た
い
。

待
機
児
童
対
策

問
　
市
は
待
機
児
童
対
策
緊
急

対
応
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い
る

も
の
の
、
保
護
者
か
ら
は
多
く

の
不
安
の
声
が
届
い
て
い
る
。

特
に
待
機
者
数
が
多
い
0
～
2

歳
児
を
対
象
と
す
る
小
規
模
保

育
事
業
所
の
設
置
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
い
Ｊ

Ｒ
市
川
駅
等
の
付
近
に
保
育
園

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
待
機
児
童
の
約
9
割
が
0

～
2
歳
児
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
は
、
小
規
模
保
育
事
業
所
の

設
置
が
待
機
児
童
対
策
と
し
て

有
効
な
手
段
の
1
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度

に
お
い
て
も
認
可
保
育
園
整
備

と
併
せ
て
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

保
育
ニ
ー
ズ
の
高
い
駅
周
辺
に

つ
い
て
は
保
育
園
整
備
に
適
し

た
物
件
が
少
な
い
た
め
、
保
育

園
運
営
の
応
募
が
少
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
市

は
、
28
年
度
か
ら
物
件
情
報
を

募
集
・
集
約
し
、
当
該
情
報
を

保
育
園
等
の
運
営
法
人
に
紹
介

す
る
保
育
事
業
用
不
動
産
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

不
登
校
の
子

ど
も
の
支
援

問
　
大
洲
中
学
校
に
は
県
内
唯

一
の
夜
間
学
級
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
教
育
の
市
川
と
し
て
の

矜き
ょ
う
じ持

で
あ
る
。
先
般
、
同
校
を

訪
問
し
て
夜
間
の
授
業
風
景
を

赤
レ
ン
ガ

問
　
国
府
台
に
あ
る
貴
重
な
歴

史
的
遺
産
で
あ
る
県
所
有
の
赤

レ
ン
ガ
建
築
物
に
つ
い
て
、
市

が
県
か
ら
取
得
す
る
こ
と
を
断

念
し
た
と
発
表
さ
れ
、
市
民
は

大
変
驚
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
県
と
の
交
渉
内
容
及
び
今
後

の
市
の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
赤
レ
ン
ガ
建
築
物
の
保

存
に
つ
い
て
、
市
民
と
の
協
働

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
本
市
は
、
赤
レ
ン
ガ
建
築

物
の
保
存
等
を
平
成
28
年
2
月

に
県
知
事
に
対
し
て
要
望
し
、

そ
の
後
、
県
と
の
協
議
を
続
け

て
き
た
。
市
の
考
え
方
は
、
第

一
に
は
「
赤
レ
ン
ガ
建
築
物
は

県
が
保
存
す
べ
き
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
が
、
県
が
具
体
的
な

保
存
の
方
針
を
示
さ
な
い
中
、

選
択
肢
の
1
つ
と
し
て
「
市
が

県
か
ら
跡
地
を
取
得
し
、
赤
レ

ン
ガ
建
築
物
を
一
般
公
開
で
き

る
よ
う
整
備
し
た
上
で
残
地
を

民
間
に
売
却
す
る
」
と
い
っ
た

案
を
県
に
提
示
し
た
。
し
か
し
、

県
と
の
協
議
が
調
わ
ず
跡
地
取

得
は
断
念
し
た
。
市
と
し
て
は
、

赤
レ
ン
ガ
建
築
物
の
保
存
を
断

念
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
県
へ

の
要
望
は
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
仮
に
県
と
の
交

渉
が
進
展
し
た
際
は
、
市
民
の

意
見
を
広
く
聞
い
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

放
射
線
量

の

測

定

問
　
市
民
団
体
が
市
川
市
に
お

い
て
放
射
線
量
の
測
定
を
行
っ

た
結
果
、
高
濃
度
の
箇
所
が
市

内
に
点
在
し
て
い
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。
本
市
は
、
こ

れ
ま
で
放
射
線
量
の
十
分
な
測

定
と
対
策
を
行
い
、
測
定
結
果

を
市
民
に
知
ら
せ
て
き
た
の
か
。

ま
た
、
流
通
産
品
で
あ
る
農
産

物
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
　
市
は
平
成
23
年
度
に
定
め

た
「
市
川
市
放
射
線
量
低
減
の

取
り
組
み
に
係
る
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
空
間
放
射
線
量
が

目
安
値
の
0　・
2　3
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
施
設
に
つ

い
て
低
減
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

視
察
し
た
が
、
夜
間
学
級
の
役

割
は
非
常
に
大
き
い
も
の
と
実

感
し
た
。
そ
こ
で
、
夜
間
学
級

の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、

不
登
校
の
中
学
生
に
対
し
て
夜

間
学
級
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　
夜
間
学
級
は
、
中
学
校
の

就
学
年
齢
を
超
え
た
未
卒
業
者

の
う
ち
卒
業
を
希
望
す
る
者
に

対
し
、
中
学
校
教
育
を
施
し
、

卒
業
資
格
を
与
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
昭
和
57
年
に
開
設
さ

れ
た
。
平
成
29
年
2
月
1
日
現

在
、
16
～
65
歳
ま
で
、
日
本
人

4
名
、
外
国
人
22
名
の
計
26
名

が
在
籍
し
て
い
る
。
現
在
、
中

学
生
の
不
登
校
生
徒
の
通
学
希

望
者
は
い
な
い
が
、
学
習
相
談

者
と
い
う
形
で
は
平
成
17
年
か

ら
20
年
ま
で
1
名
ず
つ
受
け
入

れ
て
い
た
。
中
学
生
か
ら
希
望

が
あ
っ
た
場
合
は
通
学
に
係
る

安
全
面
や
人
的
配
置
等
が
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
適

応
指
導
教
室
等
を
勧
め
て
い
る
。

市
政
運
営

の

総

括

問
　
大
久
保
市
長
は
、
平
成
25

年
2
月
議
会
に
お
い
て
、
市
長

2
期
目
と
な
る
市
政
運
営
の
展

望
を
述
べ
た
が
、
そ
こ
で
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
躍
進
」
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
市
長

は
、
2
期
目
の
公
約
が
ど
の
程

度
達
成
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
2
期
目
最
終
年

度
と
な
る
29
年
度
の
当
初
予
算

の
特
徴
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
2
期
目
の
公
約
に
係
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
概
ね
順

調
に
進
み
、
成
果
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
待
機
児
童
対

策
等
、
未
達
成
の
も
の
も
あ
り
、

今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
ま
た
、
29
年
度

予
算
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
手
が
け
て
き
た
施
策
や

事
業
の
完
遂
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
子
育
て
支
援
、

待
機
児
童
対
策
、
障
が
い
者
・

高
齢
者
等
へ
の
支
援
と
い
っ
た

社
会
保
障
制
度
全
般
に
お
い
て

は
着
実
に
予
算
を
確
保
し
つ
つ
、

都
市
基
盤
整
備
や
美
し
い
景
観

づ
く
り
も
引
き
続
き
推
進
す
る
。

ま
た
、
行
徳
地
区
の
歴
史
と
文

化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
等
、

本
市
な
ら
で
は
の
特
徴
的
な
事

業
に
も
予
算
計
上
し
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
火
災

問
　
平
成
28
年
12
月
25
日
、
高

谷
に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
で
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し

た
。
当
該
事
業
者
は
過
去
に
も

同
様
の
火
災
を
発
生
さ
せ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
2

度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
、
当
該
事
業
者
の
よ
う
な

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
に
対
す
る

法
的
規
制
に
つ
い
て
、
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
当
該
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
は
、
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
を

再
生
・
資
源
化
す
る
事
業
を
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
の
許

可
を
要
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
に
は
該
当
せ
ず
、
ま
た
消

防
法
令
上
の
指
定
可
燃
物
を
扱

っ
て
い
な
い
た
め
、
消
防
局
へ

の
届
出
義
務
も
な
い
。
し
か
し
、

同
様
の
火
災
は
全
国
各
地
で
発

生
し
て
お
り
、
市
と
し
て
は
、

法
的
規
制
に
係
る
国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
ま
ず
現
段

階
に
お
い
て
は
、
当
該
事
業
者

か
ら
報
告
の
あ
っ
た
改
善
対
策

が
実
効
的
か
つ
継
続
的
に
行
わ

れ
、
再
び
火
災
を
発
生
さ
せ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
厳
し
く
監

視
及
び
指
導
を
し
て
い
く
こ
と

が
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
24
年
8
月
末
時
点

で
市
の
施
設
約
1　0　0　0
箇
所

全
て
に
お
い
て
目
安
値
の
0　・

2　3
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
未

満
と
な
っ
て
お
り
、
測
定
結
果

は
、
市
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や

広
報
紙
、
メ
ー
ル
情
報
配
信
サ

ー
ビ
ス
等
で
公
表
し
て
き
た
。

流
通
産
品
で
あ
る
農
産
物
に
つ

い
て
は
、
県
の
「
放
射
性
物
質

検
査
計
画
」
に
協
力
を
し
て
お

り
、
検
査
結
果
は
市
町
村
毎
に

公
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市

独
自
に
簡
易
検
査
を
実
施
し
た

結
果
、
29
年
1
月
末
ま
で
全
て

の
検
体
に
お
い
て
国
の
基
準
を

公

明

党

堀
越
　
　
優
　
　
久〔
補
足
質
問
者
〕

保
川
隆
志

中〔
総
括
質
問
者
〕

村
よ
し
お
　
　
西
村
　
　
敦

浅
野
　
さ
ち
　
　
宮
本
　
　
均

大
場
　
　
諭
　
　
松
葉
　
雅
浩

日
本
共
産
党

金
子
　
貞
作
　
　
髙〔
総
括
質
問
者
〕

坂
　
　
進

清
水
み
な
子
　
　
廣
田
　
德
子

桜
井
　
雅
人
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